延世大学校中央図書館を利用・見学して by 吉田,千草
シリーズ・世界の図書館（9）
延世大学校中央図書館を利用・見学して
吉田　千草＊
1　経緯
　筆者は2005年より韓国語を学んでいる。大学では全く学んだことがな
く、完全に独学から始まった。最初は映画やドラマを字幕なしで楽しみた
いという軽い気持ちで学び始めたが、学んでいくうちに歴史や文化にまで
興味が広がり、留学して現地の大学で本格的に学びたいという思いが日に
日に強くなった。
　そして今回、念願かなって延世大学の夏期短期留学課程に入学する機会
をいただいた。
2　留学生活と図書館
　筆者はそれまで留学経験がなく、どんなものになるのかあまり想像もせ
ずに軽い気持で参加した。ところが現実は想像をはるかに超える厳しいも
のであった。宿題、新聞記事の要約発表、討論会、座談会、スピーチ等が
あり、授業が終わった後は毎日、予習・復習・宿題に追われた。そんな生
活の中、勉強場所としてたいへんお世話になったのが延世大学校中央図書
館の閲覧室である。毎日夜遅くまで長時間を過ごした延世大学校中央図書
館は、私にとって大切な思い出の場所になった。
’よしだ・ちぐさ／明治大学学術・社会連携部図書館事務室図書館管理グループ
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正面より見た中央図書館
3　図書館見学申請
　留学生として閲覧室を利用するだけではなく、せっかくの機会なので是
非図書館全体を見学したいと考え、出発1ヶ月前に延世大学校中央図書館
のHPを通じて見学申請を行った。　HP内に「λ囚州別暑σjgフ1（司書
への問い合わせ）」というコーナーがあり、クリックすると
　○「遭糾是到6｝71（電話問い合わせ＝質問内容により、電話番号が案
　　内されている）」
　○「。1剛望｛｝到／杢｝后苛フ1（e・mail問い合わせ／相談）
　○「刈司ム日1ムヨ勉用（サービスデスク案内；質問の内容により問合
　　カウンターとサービス時間が案内されている）」
の3つから選択できるようになっている。利用者はレファレンス関連の質
問からその他全ての質問に至るまで、HPを通じて行えるようになってい
る。
　私は、この3つのうちの「°1剛望暑到／を官掛フ1（e－mail問い合わ
せ／相談）」を使って「貴館を見学させていただきたい」旨のメッセージを
午前10時頃に送信した。するとその日の午後12時41分には参考閲覧課長の
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図書館ゲート
学生証のバーコード面をかざして入館する。
ホン・チュンナン先生と私
喜誉萱旭碧昭（ホン・チュンナン先生）から快諾のお返事をいただいた。
その対応の早さにも驚いた。
　見学の詳細な日時については現地に着いてから電話をして決定し、その
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延世大学中央図書館HPの「人囚゜1切1暑酬互フ1（司書への問い合わせ）」
結果、8月13日の午後2時に図書館ゲート前でホン・チュンナン先生と約
束してお会いすることとなった。
4　規模
　ここで、延世大学校の規模について簡単に紹介したい。
　延世大学校は日本の慶鷹大学とよく比較されるキリスト教系の名門大学
である。1885年に創立され、今年で創立123年になる。医学界や商業界に
多くの卒業生を輩出している大学として有名であり、出身者の中には芸能
人やアナウンサーなども多い。現在、学士課程の学生と大学院生を合わせ
ると約37，500名在籍している。
　延世大学校内には学部ごとに独立した図書館があるが、その中でもこの
中央図書館が最も規模が大きく、170万冊の蔵書を所蔵しており、全体で
は現在約250万冊の資料を所蔵しているとのことである。
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5　司書の呼称
　お会いして最初に事務室の丸テーブルに案内していただき、挨拶を交わ
した。面談の中でホン・チュンナン先生が私に対して「先生」という呼称
を使われるので、「先生ではないので先生と呼ばないでください」と申し
上げたところ、「こちらでは司書同士、先生と呼び合っているものですか
ら」という返答があり、驚いた。韓国では司書の地位が日本よりもはるが
に高いようである。
6　組織
　図書館の組織は下記のようになっており、明治大学図書館とよく似てい
ると言えよう。
　職員人数は45名（2005年度）であり、規模も本学図書館と同規模である。
職員構成員現況（2005年度延世大学校中央図書館年報より）
部署名 単位部署 部庭長 部長 課長 職員 合計
1 1
管理運営部 管理運用課 1 1 1 3
収書課 1 1 4 6
司書部
整理課 1 9 10
貸出i課 1 1 3 5
参考閲覧課 1 9 10
古書課 1 1 2
閲覧部
商経・経営大学分館 1 1
音楽大学分館 1 1
法科大学分館 1 1
電算部 電算開発課 1 1 3 5
計 1 4 7 33 45
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7　開館時間
　開館時間は以下のようになっている。
　一般閲覧室（＝Study　room自習室）が24時間利用可能であるのは、勉
学熱心な学生の多い韓国の大学図書館ならでは、である。
1．資料閲覧室利用時間
学期中 夏期・冬期x暇期間
平日 9：00～22：009：00～20：00
土曜日 9：00～17：00
日曜・祝日 閉館
2．一般閲覧室利用時間
平常時　　　　試験期間
1階24時間閲覧室 24時間
地下閲覧室 6：00～23：0024時間
5階大学院閲覧室
@6階閲覧室 6：00～23：005：30～23：00
　職員の勤務時間は基本的に9：00～17：30であり、交替で約5名の職員
が残業して夜間勤務している。またその他、夜間専門勤務の職員が約10名
いる。
8　収書体制
　資料の収集は司書部の収書課で行っている。「中央図書館資料選定基準」
に従って行っているが、原則は以下の3点である。
　●大学内の構成員の研究と教科課程を支援し関連する資料
　●本大学に設置されている学科と関連する主題分野の資料
　●資料の形態に関係なく収集する
　韓国では出版点数が少ないので、選定基準に合った図書は全て購入して
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いるとのことである。また、基本的な図書は保存の意味から2冊ずつ購入
している。
　言語は韓国語図書のほか、英語、ドイツ語、ロシア語、フランス語、中
国語の図書があり、残念ながら日本語図書は少ないとのことであった。
9　整理体制
　資料の整理は司書部整理課の職員が行い、DDC22版を使って分類し、
韓国・中国・日本語図書はKCR3とKORMARC形式で作成し、西洋図書
はAACR　2規則によりMARC21形式で作成している。
　日本でいうとNIIのような組織であるKERIS（韓国教育学術情報院）
の共同目録に積極的に参加している。またLC、　OCLCなどの海外のデー
タベースの書誌データをダウンロードした上で、延世大学の基準に合わせ
て目録作成を行ってもいる。
　延世大学校は韓国国内でも書誌のレベルの高いことで有名であり、他大
学が書誌作成を外部委託に移行している中で、現在も自館で書誌を作成し
続けている。
　　　　6群　　　　難
整理待ちの図書
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10　閲覧座席管理システム
　筆者が最も感心したのが、この閲覧座席管理システムである。
　現地に行く前にHPを通じて図書館について調べていたところ、まず、
HP上から閲覧座席の現況（空席）がわかることにたいへん驚いた。どの
ようなシステムになっているのか、現地で確認するのを楽しみにしていた
ことのひとつだ。
　ゲートを入ると、すぐ正面に座席票発給専用の端末が5－6台設置され
ている。学生証を読み込ませた後に反転している空席を画面タッチする
と、4時間の間（さらに2時間の延長も可）その座席を占有できるという
システムである。これは利用者の立場から見ると、空いている座席を探す
ためにうろうろ歩き回る必要が無く、自分の席として座席を占有すること
で集中して勉強することができる最高のシステムである。このシステムは
2005年9月28日から正式に稼動している。
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HPから見ることができる「24時間閲覧室の閲覧座席管理システム」の画面。
（この画面から、全座席418の内、残余座席は僅か3席であることが分かる。）
　筆者はこのシステムにとても驚嘆して、司書の方に「本当に素晴らしい
ですね！」と率直に申し上げたところ、「どういう点が素晴らしいです
か？」と逆に質問されてしまった。話を聞くと、延世大学校だけでなく最
近では多くの大学校で導入されているシステムであり、特に珍しいもので
はないらしい。本学図書館でも将来、利用者サービスの向上のためにぜひ
このようなシステムを導入できれば、と思う。
　閲覧座席は夏期休暇期間中にもかかわらず、いつも8割以上が埋まって
いる状態であり、空席が全くないこともあった。韓国人の友人に聞いてみ
たところ、韓国の学生にとって図書館はとても身近な存在であり、家で勉
強するよりも図書館で勉強することが多いという話である。映画やドラマ
でも図書館のシーンが頻繁に出てくるが、図書館はそれほど韓国人にとっ
て身近な存在であるということなのであろう。
　韓国は日本以上に学歴重視社会であるとは聞いていたが、勉強熱心な韓
国の学生の姿を直接見て、改めて日本の学生との違いを感じた。
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毎日お世話になった閲覧室
11利用教育
　図書館の利用教育は、積極的に行われている。
　図書館内にある教育室で行っており、毎年3，000～3，500名の学生が受講
している。
図書館利用教育現況（2005．3～2006．2）
区分 　論文　及び蜉w院授業教育海外データベース
外国交換学生
ﾌための利用教育 合計
1学期 42回（1，682名）7回（504名） 2回（700名）51回（2，832名）
2学期 2回（22名） 9回（270名） 2回（200名）13回（492名）
合計 44回（1，650名）16回（774名） 4回（900名）64回（3，324名）
12　その他
（1）携帯電話無料充電器
　韓国はIT先進国と言われているが、大学の中のあらゆる建物の中に無
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料の携帯電話充電器がある。図書館の中にまで携帯電話充電器が設置され
ているのには驚いた。
携帯電話充電器
（2）図書の館外貸出冊数
　中央図書館の館外貸出冊数は2005年度で87万1277冊であった。学生数
37，500名で単純に割って計算すると、年間一人当たり約23冊の計算にな
る。実際には学部ごとに図書館があるので、館外貸出冊数はもっと多くな
ると思われる。
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中央図書館館内に設置されている図書返納箱
（4つもあるのにいっぱいになってしまうこともあるという。）
図書貸出カウンター
（3）インターネット端末利用室
　インターネット端末の使用制限時間は一人60分と決まっている。使用し
始めるとカウントダウンが始まる。利用待ちの学生が常に10～20人は並ん
でいる。
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制限時間60分。現在端末を利用している人の残り時間が一目
で分かるようになっている。
（4）除籍図書
　書庫スペースの確保、図書の除籍はどこの図書館でも大きな課題の一つ
であり、ここも例外ではない。
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除籍待ちの図書
（5）120周年記念学術情報館（建設中）
　現在、120周年記念学術情報館を建設中である。場所は中央図書館の裏
である。2008年5月には工事終了予定。
建設中の120周年記念学術情報館
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13　終わりに
　延世大学校への短期留学というまたとない機会をいただき、我ながらよ
くやったと思える程学習できたことは、筆者の人生の中で宝物になるよう
な貴重な体験であり、本当に有意義であった。そして、留学生活の中で一
利用者として図書館を利用したことで、今までとは違った“利用者の目”
で図書館を見ることが可能になり、その意味でも筆者にとってはとても意
義があったと思う。
　また、延世大学校中央図書館を見学し外国の大学図書館がどのように運
営されているのかを知ったことで、明治大学図書館を改めて違った視点で
見るきっかけとなり、大いに参考になった。
　今回、業務繁忙にもかかわらず3週間も快く研修に送り出してくださっ
た職場の方々に心から感謝申し上げます。
　また最後に、お忙しいなか3時間近くも図書館をど案内してくださった
薯筈畳旭層咽（ホン・チュンナン先生）に心より感謝いたします。
　叫里碧剋則，3　A1　7Uフ｝u｝ol王刈著暑魁期胡手忍菩吾岩想想唱刎剋
碧立呈そ｝入ト三唱月1：｝．
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